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 チェック

STEP 

１

本会議

9 月 6 日に報告された決算について、決算審査特別委員会を

設置して、付託することを決定する。

決算審査特別委員会
担当部署から説明を受けた後、詳細な質疑等を行う。

予算の使われ方が適正であったか、十分な効果が上げられて

いたかを審査する。

STEP 

２

　栗山町議会では、次年度の予算編成に決算審査の内容を反映させる

ため、毎年９月定例会議で前年度の決算を審査しています。

本会議
決算審査特別委員会委員長から

審査状況が報告される。

議員は決算議案に賛成か

反対かの意見表明をし、

議会としての意思決定を行う。

STEP 

３

解説

付託（ふたく）とは、本会議に提出された議案を、より詳
しく丁寧に議論するため、所管の常任委員会や特別委員会
に審査を委ねること。

≪決算審査の流れ≫

決算審査特別委員会　9月１２日～9月１４日
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詳しい決算状況については、冊子「グラフと写真でみる、まちの決算と財政状況」
をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町ＨＰにも掲載されています。 

・役場新庁舎１階ロビー・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」・図書館
・総合福祉センター「しゃるる」 ・農村環境改善センター・南部公民館 町ＨＰ決算概要 QR

一般会計決算内訳
歳出総額 

105 億 4,484 万円

歳入総額 

108 億 5,631 万円

　令和３年度決算　

議会が厳しく

総務費
31.1％

民生費
18.7％

土木費
16.4％

公債費
10.5％

教育費
6.7％

農林水産費
4.6％

衛生費
5.6％

消防費
3.0％ その他

3.4％

歳　出

地方交付税
34.8％

歳　入

自主財源
24.5％

依存財源 75.5％国庫支出金
17.6％

町債
11.5％

道支出金
7.0％

地方消費税交付金
2.9％ その他交付金

1.7％

町税
11.6％

その他
9.2％

諸収入
2.0％

繰入金
1.7％
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令和 3 年度決算ココがきになる！

令和 3 年度決算審査
録画配信 QR

★決算審査特別委員会の中で、議員が「きになる！」と質問をしたものについて抜粋して紹介します。
　すべての質疑については、議会ＨＰで録画配信を行っておりますので、そちらをご覧ください。

藤
本
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税

は
本
当
に
貴
重
な
財
源
で
あ

り
、
歳
入
を
増
や
す
要
因
に

な
る
と
思
う
。
令
和
３
年
度

の
実
績
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

副
町
長　

こ
こ
数
年
の
寄
附

額
は
２
億
８
０
０
０
万
円
か

ら
９
０
０
０
万
円
を
推
移
し

て
い
る
。
寄
附
額
に
つ
い

て
、
維
持
、
微
増
し
て
い
く

た
め
に
、
返
礼
品
の
事
業
者

と
連
携
し
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
た
り
、
経
費
を
削
減
し
た

り
努
力
を
し
て
き
た
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
は
、
去
年
４
カ

所
、
今
年
は
２
カ
所
増
や
し

た
。
今
後
も
地
道
な
努
力
を

続
け
な
が
ら
、
少
し
で
も
伸

び
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

千
葉
議
員　

職
員
の
時
間
外

勤
務
に
つ
い
て
、
上
限
を
超

え
て
月
44
時
間
以
上
勤
務
し

た
職
員
数
は
。
そ
の
中
で

も
、
特
例
業
務
と
し
て
月

１
０
０
時
間
を
超
え
て
い
る

職
員
は
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

月
44
時
間
以
上

勤
務
し
た
職
員
は
、
総
数
で

36
名
。
月
１
０
０
時
間
以
上

の
時
間
外
勤
務
を
し
た
も
の

は
18
名
で
、
内
訳
は
管
理
職

８
名
、
一
般
職
で
10
名
い

る
。
月
１
０
０
時
間
以
上
時

間
外
勤
務
を
し
て
い
る
も
の

に
は
、
産
業
医
の
面
談
を
行

っ
て
い
る
。

鈴
木
議
員　

空
き
家
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
栗
山

町
内
に
お
け
る
所
有
者
の
調

査
や
文
書
で
の
指
導
が
必
要

な
空
き
家
の
件
数
、
解
決
件

数
は
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
と
の
連
携
は
。

建
設
課
長　

管
理
不
全
な
建

物
に
つ
い
て
は
11
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
４
件
が
解
体
を
し

て
解
決
済
み
で
あ
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
状
態
の
良
い

空
き
家
は
若
者
定
住
推
進
課

と
連
携
を
と
り
、
所
有
者
に

連
絡
を
し
て
空
き
家
バ
ン
ク

等
を
紹
介
し
て
い
る
。

佐
藤
則
男
議
員　

給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て
、
来
年
３

月
以
降
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
は
コ

ロ
ナ
の
交
付
金
等
を
活
用
し

て
い
る
。
確
か
に
経
済
状
況

も
含
め
て
厳
し
い
状
態
で
は

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
交
付
金

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
る
か
、
見
通
し
が
た

っ
て
い
な
い
。

　

交
付
金
が
続
く
か
ど
う
か

も
含
め
、
交
付
金
の
活
用
に

つ
い
て
は
精
査
が
必
要
。
交

付
金
の
動
き
、
評
価
等
を
改

め
て
協
議
し
、
来
年
の
予
算

査
定
の
段
階
で
説
明
す
る
。

藤
本
議
員　

児
童
生
徒
の
登

下
校
の
安
全
確
保
の
た
め

に
、
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
に

加
え
て
各
関
係
機
関
と
連
携

し
、
啓
発
看
板
を
増
や
す
等

の
事
業
を
行
う
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長　

教
育
委
員

会
と
し
て
、
小
中
学
校
も
含

め
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
国

道
や
交
差
点
に
は
、
先
生
方

自
ら
立
っ
て
指
導
も
し
て
い

る
。

　

マ
ッ
プ
の
作
成
に
関
し
て

は
、
町
内
会
、
学
校
関
係
者
、

警
察
関
係
機
関
が
集
ま
り
危

険
箇
所
を
回
り
、
課
題
を
抽

出
し
て
い
る
。
地
道
な
啓
発

活
動
を
教
育
委
員
会
、
各
関

係
機
関
、
学
校
等
も
含
め
強

く
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
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限られた財政資源の中で最大限の効果を
上げるため事業精査の徹底を決算監査
（監査委員意見抜粋）

　各会計の決算及び計数は、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類と

照合検査、公有財産、物品、債券及び基金についても関係帳簿と照

合した結果、いずれも正確に処理されていることが認められた。

　一般会計の歳入と歳出の差引は、３億１，１４７万２，７６３円の

黒字。単年度収支は８，４１８万４，８３１円の黒字で、積立金を含

めた実質単年度収支は４億８，９５２万９，７６２円黒字となってお

り、厳しい財政状況の中、中長期的な収支の均衡に留意し、効率的、

効果的な予算の執行により事業が進められている。　

　景気は緩やかに持ち直しながらも原材料価格の上昇などリスクが

懸念されており、先行きがまだまだ不透明な状況である。

　本町の財政運営に関しても、こうした不確かな経済情勢を見据え

た柔軟な対応が求められる。谷田進太郎 代表監査委員

健全化比率について
項目 令和３年度 令和２年度

実 質 公 債 費 比 率
１０. ３

（２５．０）
１１. ７

（２５．０）

将 来 負 担 比 率
３３. ２

（３５０．０）
５４. １

（３５０．０）

※「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」は
　　　本年度・前年度ともに数値なしのため掲載を省略

健全化比率とは
　健全化比率とは、地方公共団体の財政状況を客観的に表した指標で「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債費比率」「将来負担比率」４つを「健全化判断比率」とし、法律で定められています。これらが、基準（カッ
コ内の数値）を超えると財政健全化を図ることになります。
※実質公債費比率：栗山町の借金（地方債）の返済額の大きさを財政規模に対する割合で示したもの。  
                                     数字が大きいほど「財政規模に対して返済が多すぎる」ということ。
※将 来 負 担 比 率：栗山町の借金（地方債）など抱えている負債の大きさを財政規模に対する割合で示したもの。
                                     数字が大きいほど「将来負担する負債が多い」ということ。

解説

令和３年度一般会計収支の概略
※「繰上償還金」は本年度・前年度ともに 0 円であったため省略

区分 歳入総額（Ａ） 歳出総額（Ｂ）
形式収支（Ｃ）

（Ａ－Ｂ）
翌年度繰越
財源（Ｄ）

実質収支（Ｅ） 
（Ｃ－Ｄ）

単年度収支
（Ｆ）

（ア―イ）
積立金（Ｇ）

積立金
取崩額
（Ｈ）

実質単年度収支
（Ｉ）

（Ｆ + Ｇ - Ｈ）

本年度 108 億 5,631 万
3,283 円

105 億 4,484 万
520 円

3 億 1,147 万
2,763 円

37 万
5,000 円

ア
3 億 1,109 万

7,763 円

8,418 万
4,831 円

4 億 534 万
4,931 円 0 円 4 億 8,952 万

9,762 円

前年度 110 億 1,499 万
2,672 円

106 億 2,064 万
3,740 円

3 億 9,434 万
8,932 円

1 億 6,743 万
6,000 円

イ
2 億 2,691 万

2,932 円

9,208 万
7,731 円

365 万
4,724 円

132 万
2,750 円

9,441 万
9,705 円

※翌年度繰越財源：翌年度に繰り越した事業等の財源として、歳出予算から繰り越した金額。
※実　質　収　支：歳入歳出差引額（形式収支）から翌年度繰越財源を差し引いた額で実質的な収支。
※単  年  度   収  支：当該年度の実質収支額から前年度の実質収支を差し引いた額で、黒字であれば剰余
　　　　　　　　　が生じているか、前年度までの赤字が解消していることになる。
※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素である積立金及び繰上償還金を加え、実質的な赤字
　　　　　　　　　要素である基金取崩額を差し引いた額

用語解説

（　）内は早期健全化基準



９月定例会議
９月９日～９月１５日
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一般会計補正予算（令和 4 年度分）￥
4 億 4,997 万円　追加　　令和 4 年度予算総額　96 億 7,127 万円         

予算を追加した主な事業

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

事業名 補 正 額

ふるさと応援寄附事業
（寄附件数の増加見込みによる、運搬料やシステム使用料等の必要経費）

8,663 万円

コロナウイルスワクチン接種事業
（オミクロン株対応のワクチン接種業務委託等）

　5,646 万円

都市再生整備計画事業
（栗山駅南交流拠点施設放送施設設備工事費、新町通街路灯整備、新町通りバスシェルター整備等）

4,907 万円

新型コロナウイルス感染症対策費
（高齢者世帯等生活支援給付金の支給）

　2,337 万円

栗山駅南交流拠点施設整備事業
（栗山駅南交流拠点施設の開設準備及び来年 3 月末までの運営経費） 　1,301 万円

介護サービス提供基盤等整備事業補助金
（簡易陰圧装置設置に係る補助） 1,023 万円

住民基本台帳費
（個人識別符号取得作業、他市町村の 戸籍照会機能への対応に係る戸籍情報システム改修） 　686 万円

栗山小学校体育館耐震工事実施設計
（栗山小学校体育館の非構造部材耐震化に係る実施設計） 　297 万円

栗山少年ジェット派遣事業
（派遣定員２名、引率職員１名増員） 　119 万円
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質

疑

意
見
書

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

栗
山
町
の
社
会
資
本
整
備

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

や
今
後
一
斉
に
更
新
期
を
迎

え
る
橋
梁
・
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

　

今
後
は
、
栗
山
町
の
農

業
・
商
工
業
が
持
つ
潜
在
力

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

１
．
公
共
事
業
関
係
予
算
の

所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
実
態
に
鑑
み
予

算
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
。

２
．「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
に
必
要
な
予
算
・

財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
継
続
的
・
安
定
的
に
国

土
強
靱
化
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
。　

３
．
栗
山
町
を
南
北
に
縦
断

す
る
国
道
２
３
４
号
に
つ
い

て
は
、
大
型
車
両
の
混
入
率

が
高
い
重
要
物
流
路
線
の
た

め
、
大
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
早

期
に
４
車
線
化
の
機
能
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
高
規
格

道
路
と
並
行
す
る
国
道
と
の

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
道
路
の
防
災
対
策
・
無

電
柱
化
な
ど
に
よ
る
リ
ダ
ン

ダ
ン
シ
ー
の
確
保
を
図
る
こ

と
。

４
．
橋
梁
、舗
装
等
の
点
検
・

る
な
ど
、
地
方
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
。

７
．
河
川
の
浚
渫
や
堤
防
整

備
な
ど
治
水
対
策
を
よ
り
一

層
加
速
す
る
た
め
、
堤
防
の

整
備
に
関
す
る
交
付
金
制
度

の
拡
充
や
準
用
河
川
改
修
の

事
業
要
件
緩
和
、
小
規
模
河

川
改
修
に
対
応
し
た
財
政
、

技
術
支
援
制
度
の
創
設
な

ど
、「
流
域
治
水
」
の
取
組

に
必
要
な
財
政
支
援
を
更
に

強
化
す
る
こ
と
。

８
．
災
害
発
生
時
の
迅
速
か

つ
円
滑
な
復
旧
等
の
た
め
、

北
海
道
開
発
局
及
び
開
発
建

設
部
の
人
員
体
制
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
。

診
断
・
補
修
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
、
戦
略
的
な
維
持
管
理
・

更
新
事
業
を
行
う
た
め
の
技

術
的
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。

５
．
通
学
路
の
交
通
安
全
対

策
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
。
ま
た
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
除
雪
機
械
等

の
計
画
的
な
更
新
・
増
強
が

可
能
と
な
る
よ
う
財
政
支
援

を
強
化
す
る
こ
と
。

６
．
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
管
理

施
設
の
点
検
や
診
断
、
補

修
、
更
新
が
交
付
対
象
と
な

る
よ
う
採
択
要
件
を
緩
和
す

藤
本
議
員　

本
年
度
の
少
年

ジ
ェ
ッ
ト
の
派
遣
に
つ
い
て

２
名
増
員
、
随
行
者
に
つ
い

て
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
１

名
増
員
と
い
う
こ
と
だ
が
、

本
年
度
の
み
の
増
員
で
い
い

の
か
。
今
後
数
年
に
わ
た
っ

て
増
員
す
る
考
え
は
。
ま

た
、
以
前
か
ら
言
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
関
係
な

く
、
海
外
に
行
く
の
に
随
行

者
は
１
名
で
い
い
の
か
。
増

員
す
る
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長　

現
在
具
体

的
に
増
員
の
協
議
は
し
て
い

な
い
が
、
ど
の
く
ら
い
需
要

が
あ
る
の
か
、
応
募
状
況
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
随
行

者
に
つ
い
て
も
、
過
去
は
２

名
だ
っ
た
経
過
も
あ
る
が
、

検
証
を
行
い
来
年
度
以
降
予

算
段
階
で
検
討
す
る
。

鈴
木
議
員　

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
事
業
の
委
託
料
に
つ
い

て
、
補
正
額
の
積
算
内
容

は
。
ま
た
、
寄
附
額
に
つ
い

て
は
ど
の
く
ら
い
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

副
町
長　

現
在
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
事
業
の
業
務
に
つ
い

て
は
「
オ
フ
ィ
ス
く
り
お

こ
」
に
委
託
し
て
い
る
。
委

託
料
に
つ
い
て
は
、
通
常
か

か
る
固
定
経
費
部
分
と
、
寄

附
額
に
応
じ
た
変
動
率
の
部

分
が
あ
り
、
今
回
の
補
正
は

寄
附
額
に
応
じ
た
変
動
率
の

部
分
の
補
正
。

　

寄
附
額
に
つ
い
て

は
、
８
月
ま
で
の
実
績

で
、
８
１
０
１
件
、
約

９
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
昨
年
と
比
較
す
る
と

件
数
は
２
倍
、
金
額
は
約

２
５
０
０
万
円
の
増
で
あ

る
。
年
間
の
見
込
み
と
し
て

は
約
３
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。



9 月定例会議
賛否の公表ＱＲ

※
今
回
は
、
賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
が
な
か
っ
た
た
め
、
掲
載

を
省
略
し
て
い
ま
す
。
一
覧
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」
の第４条第６項に「議会は、重要な議案に対する
各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活
動に対して町民の評価が的確になされるよう情報
提供に努めるものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案
について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説

賛
否
の
公
表

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

　

事
業
区
分
を
変
更
す
る
も

の
で
、
計
画
本
文
に
お
け
る

事
業
計
画
の
変
更
。

▼
放
棄
し
た
債
権
に
つ
い
て

水
道
料
22
件　
　
　
　

２
７
９
万
３
７
６
１
円

　

事
由
：
時
効
に
よ
り
放
棄

条　

例

▼
栗
山
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
「
国
家
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
係
る
人
事
院
規
則
」

の
一
部
改
正
に
お
い
て
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
を
目
的
に
、
育

児
休
業
の
分
割
取
得
を
可
能

と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
る
規
定
の
整
備
。

▼
栗
山
町
議
会
議
員
及
び
栗

山
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
「
公
職
選
挙
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
に

お
い
て
、
最
近
に
お
け
る
物

価
の
変
動
等
に
鑑
み
、
国
政

選
挙
に
係
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
限
度
額
の
引
上
げ
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
、
町

執
行
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
並
び

に
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

９月定例会議
９月６日～９月１５日

解説

　「栗山町債権管理に関する条例」で時効
や債権のある人が死亡・失踪・破産したと
きなどに、債権を放棄することができる、
と決められています。

債権の放棄

　　  7 月臨時会議 
７月 25 日

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
０
０
５
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を

92
億
２
１
３
０
万
３
千
円
と

し
た
。
今
後
の
企
業
誘
致
推

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
係
る
公
費

負
担
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
、
関
係
規
定
を
改

め
る
。

そ
の
他

進
の
た
め
、
旭
台
地
区
の
工

業
団
地
予
定
地
及
び
鳩
山
工

業
団
地
内
の
地
下
水
電
気
探

査
及
び
地
下
水
ボ
ー
リ
ン
グ

掘
削
等
調
査
に
係
る
補
正
を

行
っ
た
。
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議
員
の
報
酬
と
定
数
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
に
本
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
調

査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
議
会
報
告
会
を
通

し
て
様
々
な
意
見
を
い
た
だ

き
検
討
し
た
結
果
、
本
調
査

特
別
委
員
会
と
し
て
１
名
減

の
意
見
が
可
決
さ
れ
、
６
月

定
例
会
議
に
お
い
て
「
栗
山

町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
可
決
さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
後

初
め
て
告
示
さ
れ
る
一
般
選

挙
よ
り
11
人
と
な
る
。

　

そ
の
後
報
酬
に
つ
い
て

は
、
６
回
に
わ
た
り
本
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
検
討
を

重
ね
て
き
た
。
現
在
、
現
状

維
持
、
健
康
保
険
・
国
民
年

金
分
を
上
乗
せ
、
一
律
２
万

円
の
増
額
、
日
当
の
支
給
な

【
委
員
長
】
藤
本
光
行
【
副
委
員
長
】
友
成
克
司

報酬と定数
に関する
調査特別
委員会

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

全
体
が
納
得
の
い
く
意
見
を

ま
と
め
る
段
階
で
は
な
い
、

決
定
す
る
に
は
ま
だ
時
間
を

要
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
多
数
あ
っ
た
た
め
、

引
き
続
き
、
調
査
・
審
議
を

継
続
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。　

報
酬
に
つ
い
て
は
審
議
継
続

年 議長 副議長 委員長 議員

平成元年 224,000 179,000 166,000 155,000

平成６年 273,000 215,000 198,000 186,000

平成 11 年 300,000 239,000 212,000 196,000

（単位：円）■報酬の経過

※平成元年から平成 6 年、平成 6 年から平成 11 年の間に、それぞれ 3 度ずつ報酬改正あり

→ KEEP

　

類
似
団
体
と
比
較
し
た
場

合
、
報
酬
だ
け
を
見
る
と
、

特
別
高
い
わ
け
で
も
な
い

し
、
安
い
わ
け
で
も
な
い
。

報
酬
に
つ
い
て
は
現
行
で
間

に
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

↑ UP

　

議
会
費
は
一
般
会
計
の
１

％
と
い
う
の
が
全
国
平
均
。

そ
こ
を
超
え
な
い
範
囲
で
報

酬
を
上
げ
る
こ
と
が
一
番
妥

当
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
歳
出
に
連
動
す
る
形
で

見
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
と
つ

の
目
安
に
な
る
。

↑ UP

　

一
律
２
万
円
の
増
額
が
妥

当
だ
と
思
う
が
、
今
本
当
に

厳
し
い
世
の
中
で
、
議
員
だ

け
が
報
酬
を
上
げ
て
い
い
の

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

↑ UP

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、
今
期

は
現
状
の
ま
ま
で
、
次
の
期

の
議
員
が
各
町
村
の
情
勢
等

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
考
え
る
。
ま
ず

は
議
員
と
し
て
会
議
等
に
出

席
し
た
こ
と
に
対
す
る
対
価

と
し
て
日
当
の
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

　

現
在
の
報
酬
か
ら
国
民
年

金
、
健
康
保
険
税
が
引
か
れ

る
と
最
低
賃
金
く
ら
い
に
な

る
。
国
民
の
義
務
で
あ
る
国

民
年
金
の
掛
金
、
健
康
保
険

税
の
納
付
額
分
位
の
報
酬
増

と
い
う
の
は
ど
う
か
。

↑ UP

　

き
ち
ん
と
し
た
議
員
報
酬

の
確
保
が
、
議
員
活
動
の
遂

行
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

る
。
全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
令
和
4
年
モ
デ
ル
案
に
基

づ
い
て
の
増
額
が
良
い
と
思

う
。

主　

な　

意　

見

→ KEEP
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　令和４年７月６日（水）、札幌市コンベンションセン
ターにおいて、北海道町村議会議長会主催議員研修会が
開催され、議員 11 名が参加しました。
　政治ジャーナリストの泉宏氏より、「参院選最終情勢
分析と選挙後の政局展望」と題した講演があり、過去の
選挙結果を交えた裏話等を聞かせていただきました。

　令和４年７月 14 日（木）、秩父別町ファミリースポー
ツセンターにおいて、空知町村議会議長会主催議員研
修会が開催され、議員 11 名が参加しました。
　株式会社北海道二十一世紀総合研究調査部・特任審
議役　木本晃氏を招き、「まちが素敵になるしかけ」
と題して講演されました。
　「札幌市の一極集中は止まらない。地方が札幌の力
を削ぐのではなく、地方が札幌の力を借りる仕組みを
作ることが必要」など、貴重なお話を聞かせていただ
きました。

　令和４年 7 月 22 日（金）、札幌つづみ星法律事務
所　弁護士　磯田丈弘氏を招き、「議員政治倫理条例
改正に際し、現代の議員政治倫理を考える」と題して
講演がありました。
　「政治倫理条例は腐敗防止のため必要不可欠。ウェ
ブサイトを利用した情報発信は、住民へ直接伝わると
いう利点もあるが、伝えようとすることの正確性には
十分な留意が必要」等のお話がありました。

空知町村議会議長会主催議員研修会

北海道町村議会議長会主催議員研修会

　　　栗山町議会議員研修会

　　夕張市議会・栗山町議会合同議員研修会
　令和４年 8 月 25 日（木）、武蔵野大学経営学部　
教授　鵜川正樹氏を招き、「地方公営企業会計につい
て」と題して講演がありました。
　地方公営企業会計、また栗山町の下水道会計の現状
と課題について聞かせていただきました。
　夕張市とは平成 28 年 12 月より議会改革と機能強
化、人材育成を目的として包括連携協定を締結し、相
互協力により活動しています。毎年、合同研修会を開
催しています。

出来事・話題

T o p i c s
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解説

「文書質問」とは？
　定例会議開催月（６月、９月、１２月、３月）以外の月に、文書で執行機関の長（町長等）の所信を問うことができます。

　質問の内容の全文は議会ホームページで公開しています。

齊藤義崇 議員

Q: 有機物資源の
　　　農業への再利用は

文　書　質　問

　農業で使用する肥料並びに土壌改良資材の多くは、海外に依存しているた

め、昨年からの世界情勢の影響により、その原料調達が困難でかつ価格が急

騰している状況である。本町ではいち早く肥料高騰対策を講じているが、国

・道ともに対策を打つことは決定したものの、具体的な対策の実現には時間

を要しているようである。廃棄物の広域処理に伴い堆肥化施設は廃止となる

が、農業者支援を目的として次のことが検討できないかと考える。　　　　

① 町内で排出される廃棄物のうち、家庭や事業所から排出される生ごみの含

     水率の調整などのコンディショニングして家畜排せつ物、穀類調整により

     生じる粗大有機物を加え、堆肥化する。　　　　　　　　　　　　　　　

② 道央廃棄物処理組合の焼却施設より排出される焼却灰の土壌改良剤への転

     用。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　このような手法で入手困難化する肥料等を確保し、農業の再利用できるシ

ステム構築について、現状認識とその見通しを町長に伺いたい。　　　　　 　

Ａ：現状では困難だが、研究・協議を継続
町長

　世界的な穀物需要の増加やエネルギー価格の上昇に加え、

ウクライナ情勢の影響により、化学肥料原料の国際価格が

大幅に上昇し、肥料の高騰が続き、農業経営に大きな影響

を与えていることから、本町でもいち早く肥料高騰対策を

講じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

① 生ごみを含む廃棄物の広域処理に伴い、現在稼働してい        

　 る堆肥化施設の廃止を予定している。堆肥化事業を実施

　 するためには、新たな施設整備等が必要となり、財政面 

　 や場所等の問題からも新たなシステムが必要と考える。   

② 焼却灰は、含有成分が多く検出されるとの関係機関の見    

　 解もあることから、土壌改良剤への転用は困難であると  

　 考えるが、引き続き関係機関等と研究・協議を行ってい 

　 く。                                                                                                       



町政の
ここが聞きたい

７議員が一般質問

9 月定例会議
録画配信 QR

土井道子 議員
Ｑ１. 高齢者・障がい者に対する支援は　 Ａ . 宅配サービス対象者を拡大

Ｑ１.  生涯学習の具体的な方針と計画は　Ａ．地域資源を活かした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ふるさと教育」を推進　 

齊藤義崇 議員

佐藤功 議員
Ｑ１.  マイナンバーカードの普及促進は　Ａ．先進事例を参考に取り組む
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佐藤則男 議員
Ｑ１. 男性用トイレにサニタリーボックスを　Ａ . 前向きに検討していく

鈴木千逸議員

Ｑ１. ミス発覚後の事務手続きの標準化を　Ａ．組織的な業務管理体制の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確保に努める

置田武司 議員
Ｑ１.  商店街と「くりふと」の連携は　Ａ．集客を図り賑わい創出を

千葉清己 議員
Ｑ１.  国葬に対する町の取り組みは　Ａ．弔意の表明はしない
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                    Ｑ：町の取り組みは

Ａ：弔意の表明はしない

千葉清己 議員

国　

 　

葬
議
員　

政
府
は
9
月
27
日
に

安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬
を

執
行
す
る
予
定
だ
が
、
国

民
の
世
論
は
2
分
し
て
お

り
、
毎
日
新
聞
が
8
月
21
日

に
行
っ
た
全
国
世
論
調
査
で

は
、
国
葬
に
賛
成
が
30
％
、

反
対
が
53
％
、
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
が
17
％
と
い
う
結

果
だ
っ
た
。

　

国
葬
の
実
施
の
基
準
は
明

確
な
も
の
は
な
く
、
国
民
へ

の
弔
意
の
強
制
と
の
意
見
も

あ
り
、
栗
山
町
と
し
て
も
慎

重
に
対
応
す
べ
き
と
思
う
。

　

よ
っ
て
、
以
下
に
つ
い
て

伺
う
。

①
栗
山
町
長
へ
の
国
葬
参
列

の
案
内
は
あ
っ
た
か
。

②
庁
舎
掲
揚
塔
の
当
日
の
半

旗
の
掲
揚
は
あ
る
の
か
。

③
国
葬
の
開
始
時
間
は
14
時

を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
黙
と

う
の
庁
内
放
送
は
す
る
の

か
。

④
小
中
学
校
へ
の
特
別
な
連

絡
は
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

①
町
長
へ
の
国
葬
参

列
に
つ
い
て
は
、
国
葬
へ
の

参
列
案
内
は
届
い
て
い
な

い
。

　

②
の
「
庁
舎
掲
揚
塔
の
当

日
の
半
期
の
掲
揚
」
ま
た
、

③
の
「
国
葬
時
刻
の
黙
と
う

の
庁
内
放
送
」
さ
ら
に
、
④

の
「
小
中
学
校
へ
の
特
別
な

連
絡
」
に
つ
い
て
は
、
８
月

26
日
の
官
房
長
官
会
見
、
さ

ら
に
は
、
８
月
31
日
の
首
相

会
見
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
、
本
国
葬
が
「
国
民
一
人

ひ
と
り
に
弔
意
を
求
め
る
も

の
だ
と
誤
解
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
」、
地
方
自
治
体

及
び
教
育
委
員
会
等
に
対
す

る
弔
意
表
明
の
協
力
要
請
は

行
わ
な
い
旨
の
表
明
が
な
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
現
在

の
と
こ
ろ
町
及
び
町
教
育
委

員
会
等
に
よ
る
弔
意
表
明
に

係
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
が
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
適

宜
、
対
応
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

弔意の表明について注目が集まった国葬

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています



くりやまぎかいだより№ 173 14

り
の
推
進
な
ど
、
町
全
体
と

し
て
、
商
店
街
振
興
と
「
く

り
ふ
と
」
と
の
連
携
に
つ
い

て
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

議
員　

都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
と
関
連
事
業
に
つ
い

て
、
中
央
団
地
の
移
転
、
建

て
替
え
は
、
今
年
度
中
に
終

了
す
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、

個
人
住
宅
の
補
償
、
解
体
、

建
て
替
え
等
が
事
業
と
し
て

推
進
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
街
区
に
居
住
す
る
住

民
の
方
々
は
、
高
齢
者
が
多

く
、
早
期
の
事
業
実
現
を
一

日
も
早
く
と
願
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
事
業
全
体
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

２
点
目
に
、
栗
山
駅
南
交

流
拠
点
施
設
「
く
り
ふ
と
」

と
商
店
街
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
１
月
開
設
予

定
の
「
く
り
ふ
と
」
は
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な

る
施
設
と
し
て
、
担
う
役
割

も
多
岐
に
わ
た
る
と
思
わ
れ

る
。
有
効
か
つ
効
率
よ
く
活

用
す
る
に
は
、
新
町
通
り
の

街
路
整
備
、
駅
前
通
り
商
店

街
と
の
強
い
連
携
が
必
要
と

考
え
る
。　

　

ま
た
、
行
政
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
公
開
や
意
見
交

換
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く

「交流人口」の創出により活気ある街なみ再生を

町
長　

①
町
は
、
賑
わ
い
と

活
気
の
あ
る
街
な
み
再
生
を

推
進
す
る
た
め
、
中
心
市
街

地
に
お
け
る
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
を
展
開
し
、
町
道

の
改
築
や
観
光
・
交
流
拠
点

施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

き
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

公
営
住
宅
・
中
央
団
地
の
建

替
事
業
を
実
施
し
、
順
次
、

新
町
通
り
沿
線
へ
の
移
転
建

替
を
進
め
て
き
た
。
今
年

度
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
６

棟
の
移
転
建
替
が
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
町
通
街
路
整

備
事
業
は
、
新
町
地
区
に
つ

い
て
は
、
本
町
中
心
市
街
へ

と
入
る
玄
関
口
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
17
年
に
期
成

会
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
要

望
項
目
の
中
で
も
、
最
優
先

課
題
に
位
置
づ
け
、
継
続
し

て
陳
情
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
沿
線
の

移
転
補
償
に
係
わ
る
物
件
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設

の
「
く
り
ふ
と
」
は
、
新
た

な
賑
わ
い
拠
点
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
、

令
和
５
年
１
月
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
「
食
」
や
「
情
報
発
信
」

な
ど
の
複
合
的
な
機
能
を
活

か
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

集
客
を
図
り
、
賑
わ
い
創
出

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

置田武司 議員

  Ｑ：「くりふと」との連携は                   

Ａ：集客を図り賑わい創出を

商
店
街
振
興

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索
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議
員　

６
月
に
開
催
さ
れ

た
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

「
政
策
②
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
『
社
会
』
が
元

気
な
ま
ち
！
」
の
な
か
に
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
や
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
導
入
支
援
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
ま
す
」
と
あ
る

が
、
次
の
点
を
伺
う
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
導
入
支

援
制
度
は
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
は
必
須
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

③
政
府
は
自
治
体
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
に
応

じ
て
、
地
方
交
付
税
の
査
定

に
差
を
つ
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ：先進事例等を参考に取り組む

デ
ジ
タ
ル
化

Ｑ：マイナンバーカードの普及促進は

役場庁舎内には、マイナンバーカード普及の看板を設置

佐藤功 議員

町
長　

①
国
に
お
い
て
は
、

平
成
30
年
３
月
に
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に

関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
普
及
を

推
進
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を

補
完
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
医
療
機
関
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
導
入
す
る
際
の
初

期
費
用
の
支
援
や
、
情
報
通

信
機
器
の
操
作
に
不
安
の
あ

る
受
診
者
に
対
す
る
支
援
な

ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
と

協
議
を
し
た
う
え
で
、
モ
デ

ル
事
業
に
よ
る
効
果
・
検
証

を
行
い
な
が
ら
、
制
度
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②
現
在
、
国
で
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
未
申
請
者
に
対

す
る
勧
奨
案
内
の
送
付
や
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業

な
ど
に
よ
る
普
及
策
を
展
開

し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て

も
、
住
民
保
健
課
窓
口
の
ほ

か
、
月
２
回
、
夜
間
窓
口
を

開
設
す
る
な
ど
、
普
及
に
努

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
手
続
き

に
関
し
て
も
役
場
に
臨
時
窓

口
を
開
設
し
、
自
分
で
の
手

続
き
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど

へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
広
報
で
周
知
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

の
開
設
や
、
企
業
・
関
係
団

体
へ
の
訪
問
申
請
サ
ポ
ー

ト
、
ま
た
、
自
治
体
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
。

③
本
年
６
月
７
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
」

に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
・
利
活

用
拡
大
を
図
る
た
め
、
こ
の

普
及
状
況
等
を
普
通
交
付
税

の
算
定
に
検
討
し
て
い
く
旨

方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
来
年
度
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
も
踏
ま
え
つ
つ
、
こ

の
交
付
率
を
地
域
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
財
政
需
要
と
し

て
普
通
交
付
税
に
反
映
す
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
情
報

で
は
、
普
及
率
に
よ
っ
て
普

通
交
付
税
を
減
額
す
る
の
で

は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

う
増
加
需
要
を
反
映
す
る
仕

組
み
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
現
時
点
で
具
体
的
な
内

容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

地
方
交
付
税
に
よ
る
政
策
誘

導
と
の
指
摘
も
あ
る
一
方

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
増

加
需
要
に
対
す
る
措
置
自
体

は
、
普
通
交
付
税
の
算
定
の

考
え
方
に
沿
っ
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

地
域
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
と

な
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

の
観
点
か
ら
も
、
引
き
続
き

普
及
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。



                  

くりやまぎかいだより№ 173 16

環 

境 

整 
備

Ａ：前向きに検討していく

 Ｑ：男性用トイレにサニタリーボックスを

男性用個室トイレのサニタリーボックスの設置は全国で広がっている

議
員    

近
年
、
前
立
腺
が
ん

や
膀
胱
が
ん
の
治
療
の
影
響

や
、
加
齢
な
ど
に
よ
り
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
や
お
む
つ
を
使
用

す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

特
に
男
性
に
つ
い
て

は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

町
長　

近
年
、
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
に
も
、
女
性
用
ト
イ

レ
の
よ
う
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
置
く
動
き
が
全

国
で 

広
が
っ
て
い
る
。。

　

今
般
、
改
め
て
公
共
施
設

に
お
け
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
状
況
を
確
認
し

た
が
、
現
時
点
で
男
性
用
個

室
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
る

施
設
は
、
1
カ
所
の
み
で

あ
っ
た
。

　

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置

佐藤則男 議員

さ
れ
て
い
れ
ば
、
病
気
や
加

齢
に
よ
っ
て
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

や
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

方
が
、
使
用
済
み
の
パ
ッ
ド

な
ど
を
持
ち
帰
ら
ず
に
廃
棄

で
き
る
た
め
、
気
軽
に
外
出

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

設
置
の
必
要
性
は
高
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

①
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
る
本
町
に
と
っ

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
き

め
細
か
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
施
設
の

利
用
状
況
や
設
置
ス
ペ
ー
ス

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
検
討
す

る
。

②
不
特
定
多
数
の
方
が
ト
イ

レ
を
利
用
す
る
大
型
商
業
施

設
を
中
心
に
、
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

タ
ー
に
よ
る
と
、
前
立
腺
が

ん
は
、
男
性
の
部
位
別
が

ん
罹
患
者
数
で
も
っ
と
も

多
く
、
２
０
１
８
年
は
全

国
で
９
万
２
０
０
０
人
余

り
、
膀
胱
が
ん
は
全
国
で

１
万
７
５
０
０
人
で
男
性
の

罹
患
率
が
女
性
の

４
倍
と
さ
れ
、
と

も
に
50
代
以
降
の

中
高
年
に
な
る
と

増
え
る
傾
向
に
あ

る
。

　

が
ん
の
摘
出
手

術
後
は
個
人
差
は

あ
る
も
の
の
頻
繁

な
尿
失
禁
の
他
、

日
常
生
活
に
お
い

て
も
尿
意
を
感
じ

る
頻
度
が
増
大

し
、
時
に
は
我
慢

で
き
ず
に
漏
ら
し

て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
こ
と
か
ら
、

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や

お
む
つ
を
着
用
す

る
の
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
使
用
済
み

の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

や
お
む
つ
を
捨
て
る
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

は
、
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に

は
ほ
と
ん
ど
お
か
れ
て
い
な

い
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
て
持
ち
帰
る
な
ど
、

外
出
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
人

が
多
い
。
病
気
や
高
齢
に

よ
っ
て
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
等
を

日
常
的
に
使
用
す
る
人
が
、

安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う

に
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
も

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
べ
き
と
思
い
町
長
に
伺

う
。

①
本
庁
舎
、
公
共
施
設
の
男

性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
考
え

は
。

②
町
と
し
て
公
共
施
設
以
外

の
民
間
企
業
、
事
業
所
へ
の

働
き
か
け
等
の
考
え
は
。
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事 

務 

ミ 

ス
Ａ：組織的な業務管理体制の
　　　　　　　　　　　確保に努める

                  

議
員　

役
場
内
で
は
様
々
な

行
政
事
務
の
手
続
き
が
あ

り
、
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中

で
か
な
り
複
雑
か
つ
膨
大
な

業
務
を
行
っ
て
い
る
中
、
各

職
員
が
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
う
。

　

し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
と
い
う
も
の
は
避
け
ら

れ
な
い
面
が
あ
り
、
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
、
ト
リ
プ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
講
じ
て
い
て
も

発
生
し
て
し
ま
う
。
内
部
的

な
修
正
で
済
む
も
の
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
で
正
せ
ば
良
い
と

思
う
が
、
行
政
処
分
に
誤
り

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
町
民

に
不
利
益
が
及
ぶ
こ
と
も
あ

る
。

町
長　

法
令
等
に
基
づ
く
行

政
処
分
を
伴
う
事
務
を
執
行

す
る
際
に
は
、
遅
延
・
誤
り

の
発
生
等
に
よ
り
相
手
方
に

不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
組
織
的
な

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
確
保
す
る

な
ど
、
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
本
町
に
お
い
て
も

適
正
な
事
務
の
執
行
に
努
め

て
き
た
が
、
大
変
遺
憾
な
が

ら
事
務
処
理
上
の
ミ
ス
、
遅

延
等
が
発
生
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。

　

不
適
正
な
事
務
処
理
等
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
正
確

な
事
実
確
認
と
事
案
の
調

査
、
対
応
状
況
を
含
め
た
顛

末
報
告
、
当
然
該
当
者
へ
の

事
情
説
明
・
謝
罪
そ
の
他
の

適
切
な
対
応
を
行
う
。
そ
し

て
、
不
利
益
等
へ
の
対
応
策

及
び
再
発
防
止
策
の
検
討
な

ど
、
可
能
な
限
り
速
や
か
な

事
後
対
応
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
例
等
を
踏
ま
え
た

基
本
的
な
対
応
フ
ロ
ー
等
を

整
理
し
、
改
め
て
職
員
の
共

通
理
解
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
引
き
続
き
日
々

の
業
務
執
行
の
適
正
化
・
効

率
化
に
努
め
、
組
織
的
な
業

務
管
理
体
制
の
確
保
に
努
め

る
。

Ｑ：事後の事務手続きの標準化を

事務に誤りのないようチェック体制の徹底を

鈴木千逸 議員

　

こ
の
場
合
、
行
政
庁
が
職

権
で
取
り
消
さ
な
い
限
り
、

行
政
処
分
に
は
公
定
力
が
あ

り
有
効
と
な
る
。
町
民
の
不

利
益
を
解
消
す
る
た
め
に
は

速
や
か
に
職
権
で
取
り
消
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

万
一
、
こ
の
よ
う
な
誤
り

が
発
生
し
た
場
合
の
事
後
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
事
務

手
続
き
を
標
準
化
し
て
誰
が

担
当
し
て
も
同
じ
品
質
で
謝

罪
な
り
救
済
な
り
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。
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土井道子 議員

教
育
長　

図
書
館
に
来
ら
れ

な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
栗

山
赤
十
字
病
院
を
は
じ
め
、

高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
施
設
文
庫
、
移

動
図
書
館
の
巡
回
、
角
田
・

継
立
の
図
書
館
分
室
設
置
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
は
も
ち
ろ
ん
、
怪
我
や
入

議
員　

栗
山
町
図
書
館
は
、

１
９
８
８
年
６
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
34
年
が
経
過
し

た
。

　

令
和
３
年
度
の
図
書
館
年

報
に
よ
る
60
代
以
上
の
利
用

者
は
、
他
の
年
代
と
比
べ
上

回
っ
た
数
字
が
表
示
さ
れ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
図
書
館
に
来

ら
れ
な
い
高
齢
者
や
障
が
い

宅配サービスの利用で図書館に行けなくても本を楽しめる

Ａ：宅配サービス対象者を拡大する

図　

書　

館

 Ｑ：高齢者・障がい者に対する支援は

院
な
ど
で
一
時
的
に
図
書
館

へ
来
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
利
用
者
が
、
読
書
活
動
を

継
続
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
昨
年
８
月
か
ら
電
子

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
も
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
登
録
者
が
い
な

い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
障
が
い

者
等
」
を
対
象
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
も
の
を
、
よ
り
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
図
書
館
に
来
る
こ
と

が
困
難
な
利
用
者
」
に
変
更

し
、
利
用
拡
大
に
努
め
て
い

る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
団
体
や
高
齢
者
施
設
な
ど

へ
の
周
知
も
行
う
な
ど
、
さ

ら
に
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

栗山町議会
公式 Facebook　QR

　Facebook では、定例会・臨時会の情報以外にも、議会で行った会
議の情報も発信していきます。
　また、少しでも議会を身近に感じてもらうため、動画や写真も投稿
していきますので、いいね・フォローお待ちしております！

栗山町議会公式 Facebook を開設しました！

者
に
対
し
て
は
、
宅
配
が
で

き
ま
す
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
、
現

在
の
と
こ
ろ
利
用
者
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
支

援
の
充
実
の
た
め
に
、
図
書

館
で
ど
ん
な
活
動
を
展
開
し

て
い
く
の
か
、
教
育
長
に
伺

う
。
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Ａ：地域資源を活かした
　　　　　　　「ふるさと教育」の推進

生 

涯 

学 

習
議
員　

６
月
定
例
会
議
の
一

般
質
問
で
、「
今
後
の
学
校

教
育
の
展
望
」
に
つ
い
て
、

町
長
及
び
教
育
長
に
答
弁
い

た
だ
い
た
が
、
町
政
執
行
方

針
の
「
人
々
が
輝
く
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
に
は
、
生
涯
教

育
、自
然
環
境
教
育
、ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
芸
術
に
つ
い
て
も

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
社
会
教
育

施
設
の
計
画
的
な
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
個
別
施
設
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
社
会
教

育
施
設
は
19
施
設
、
社
会
体

育
施
設
に
つ
い
て
は
24
施
設

あ
り
、
将
来
的
に
施
設
を
一

部
統
合
す
る
な
ど
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
以
外
は
施

設
維
持
の
方
針
と
な
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
将
来
的
な
利
用

者
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

個
別
施
設
計
画
に
お
け
る
施

設
維
持
の
方
針
が
現
実
的
な

の
か
疑
問
点
も
多
い
。
令
和

５
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
次

総
合
計
画
に
向
け
、
以
下
、

今
後
の
社
会
教
育
の
展
望
に

教
育
長　

①
社
会
教
育
に
お

け
る
生
涯
学
習
事
業
に
つ
い

て
は
、
総
合
計
画
の
政
策
項

目
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会

教
育
と
学
校
教
育
の
連
携
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
な

ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び

続
け
る
教
育
活
動
を
実
践
し

て
き
た
。

　

現
在
、
策
定
中
の
第
７
次

総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
い
、
豊
か
な

環
境
の
中
で
、
子
供
達
が
生

涯
に
わ
た
り
主
体
的
に
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
将
来
的
な

Ｑ：具体的な方針及び計画は

栗山だからこそできる体験を行う「栗山キッズクラブ」

齊藤義崇 議員

つ
い
て
３
点
伺
う
。

① 

社
会
教
育
や
学
校
教
育

を
包
含
し
た
生
涯
学
習
と
し

て
の
将
来
的
な
方
針
と
具
体

的
な
計
画
が
あ
れ
ば
伺
い
た

い
。

② 

人
口
減
少
下
に
お
い
て

現
状
の
施
設
の
存
続
、
維
持

は
困
難
と
思
わ
れ
る
が
、
現

時
点
で
の
施
設
の
存
廃
と
コ

ロ
ナ
禍
、
D
Ｘ
な
ど
新
時
代

に
沿
っ
た
新
た
な
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
か

伺
い
た
い
。

③ 

今
後
の
社
会
教
育
事
業

の
展
開
に
は
教
育
委
員
会
の

ス
タ
ッ
フ
や
外
部
団
体
の
協

力
な
ど
人
材
面
の
拡
充
は
重

要
と
思
わ
れ
る
が
、
拡
充
に

向
け
て
具
体
的
な
考
え
が
あ

る
か
伺
い
た
い
。

方
針
を
定
め
る
。

　

６
つ
の
施
策
８

つ
の
事
業
に
よ
り

生
涯
学
習
を
推
進

し
、
栗
山
だ
か
ら

で
き
る
地
域
資
源

を
活
か
し
た
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
を

推
進
す
る
具
体
的

な
施
策
を
盛
り
込

む
。

②
個
別
施
設
計
画

に
お
い
て
、
令
和

17
年
ま
で
の
期
間

は
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
前
提
に
、

社
会
情
勢
や
利
用

実
績
も
踏
ま
え
施

設
の
在
り
方
の
見

直
し
を
基
本
方
針

に
定
め
て
い
る
。

　

新
時
代
に
沿
っ
た
施
設
整

備
は
、
行
政
内
部
で
総
合
的

に
判
断
す
る
。

③
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴

い
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
団
体
等
も
見
受
け
ら
れ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は

人
材
の
拡
充
は
重
要
と
考
え

て
お
り
、
新
た
な
外
部
団
体

か
ら
の
協
力
や
担
い
手
の
育

成
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
社
会
教
育
事
業
を
展
開

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。



12 月定例会議の開会日

月　　 日～12 13
議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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　栗山町に住んで 25 年が過ぎようとしています。
　出身は十勝管内豊頃町ですが、これまで道内数カ所
を転居し最終的に栗山町にお世話になることになり
ました。
　栗山町に決めたきっかけは、当時栗山町が「福祉の
まちづくり」を進めていたことも要因となりました。
　そんな中で思うのは、全国的にも言われている人口
減少、少子高齢化問題であり栗山町も昭和 30 年代後
半をピークに減少が続いています。しかし、そのよう
な中で道内でも人口減少に歯止めをかけている町も
あります。学校卒業後に進学や就職などで一旦町を離
れても、結婚し子育てをする時期が来た時に、子育て
環境が充実されていれば戻ってくる人が多くなると
思われるし、そのような政策に力を入れている地域が
人口増となり、人口減に歯止めをかけているのだと思
います。
　栗山町の基幹産業は農業であり、その農業が本年度
から始まった「水田活用の直接支払交付金」の条件見
直しにより、今後の課題や懸念を考えますと厳しい
状況だと思いますが、農業への支援と発展を期待
します。
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12 月 9 日（金） 議会運営委員会
12 月 13 日（火） 12 月定例会議

   ※全て 9 時 30 分開会予定です

土井　正博さん（松風３丁目）

「栗山町に期待すること」
　どい　　まさひろ


